
定 例 会 議
不存在確認等請求事件の提起について

令和４年６月29日

資 料 監 察 課

１ 事件名

高知地方裁判所 令和３年（ワ）第244号 不存在確認等請求事件

２ 提訴日

令和３年10月15日

（特別送達受領日 令和４年６月２日）

３ 当事者

(1) 原告

Ａ

(2) 被告

国、高知県

４ 事件の概要

原告は、

(1) 過去に自らが逮捕された事件に関し、「自由権規約を濫用し、法律による認定

処分なく、暴力団員である旨報道させ、社会的評価を低下させた。法律の手続に

よることなく「暴力団員」とされ、社会的に不利益となる差別を受けるに至った。」

(2) 過去の自らの交通違反に関する書類について、「自由権規約では、情報にアク

セスし、情報を受ける権利が保障されているところ、高知県個人情報保護条例に

基づき情報の開示を求めたのに、開示されなかった。」

等として、金10万円等の慰謝料を求める不存在確認等請求事件を提訴したものであ

る。

【資料１】



定 例 会 議 令和４年度「青少年の非行・被害防止全国強調 令和４年６月29日

資 料 月間」の取組について 少 年 課

１ 「青少年の非行・被害防止全国強調月間」

内閣府が定めた青少年の非行・被害防止に関する月間（７月）の実施に伴い、県

警察では、高校生と連携したＳＮＳ被害防止の広報啓発活動等を推進するもの。

２ 最重点課題

ペアレンタルコントロール等によるインターネット利用に係る子供の犯罪被害等

の防止

３ 月間中の県警察の取組

(1) インターネット安全利用モデル校事業の推進

ア 高校生による注意喚起ポスター作成

イ ＳＮＳ利用に関するモデル校合同研修会及び街頭啓発活動

(2) 非行防止教室等の実施

(3) 各種啓発活動の強化

ア ＲＫＣラジオ放送

イ 県警Twitterによる広報

ウ 行政情報掲示板等を使用した広報

エ 事業者訪問活動

(4) ＳＮＳ上における性被害防止対策の推進

(5) 少年補導活動等の強化

【資料２】
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